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本書は今年で第47巻を数える雑誌， J ournal of N eural Transmissionの14帝
自の Supplementであり， 1978年 Viennaで開撞された第江田 Congressof 
the Collegium Internationale Neuropsychopharmacologiumにおける work-
shop IlNeurotransmitters in Cerebral Coma and Strokej]より 19題の報告を
詔介したものである。
この workshopの主題は種々の型の脳障害における neurotransmittersの役
裂についてで、あった。近年になって中枢性 monoamine代欝や亀の putative 
neurotransmi t erの代謝の乱れが，脳浮腫，発作，代謝佳麟疾患そして行動や意識
の障害の発病iこ重要な役欝を演じていると言う多くの実験的， 臨床的研究結果が
報告されるようになった。だがこれら neurotrasmittersの変調の機序， そして
これらが脳障害の病態生理の中で演じている役割もまた不明な点が多く残されて
いる。このような現状に対しこの workshopは，持経生理学や神経詑学等の異な
った分野での研究で報告された資料を競合し， これからの研究者達の communi-
cationの場を提供する目的で行なわれたものである。
最初の論文では，物質が neurotransmitterであると決定するために必要な 6
つの条件をあげており，セロトニン (5・HT)がいかにその条件を満足させている
かを報告している。次は持に肝臓の機能不全や形態学的異嘗の結果生じた踏症状
としての肝性昏睡と neurotransmitterとの関採について多くの頁をさいている。 
Sourker，T. L.ほ肝注昏彊患者の脳脊髄液の tryptophan譲度を澱定し，蕗脊髄
設における 5・HIAAや tryptophanの増加を， そして肝硬変患者における脳脊
髄液や血禁中の tryptophanの濃震も示している。また， Weiser，M.等は肝控
昏睡患者の脳の標本より 20謹の freeamino acidやその関連物質の濃度を潟定，
対照と比較し， さらに L-va1ine投与後の肝性昏涯における濃震とも比較検討し
ている。特に glutamine，isoleucine，histidine，そして ammoniaの増加がみ
られる肝性昏睡に対し L-valine投与後に泣 taurineを除く多くの aminoacid 
levelが按少額向を示し，特に glutamineや ammoniaは著しい減少がみられ
たことを報告している。動物実験泣門紙大静版物合術を撞したラットを用い， 脳
内 glutamateや aspartateの減少， ammonia，glutamine等の増加について記
載している。 
Parkinson' s diseaseでは脳内名部イ立と爵腎髄質の tyrosine hydroxylase 
(TH) activityを測定してお歩， nigro-striatal systemにおいて THactivity 
の減少が， また曹j腎髄質でも著しい減少がみられ， parkinson' s diseaseでの末
橋交感神経系の疾病とのつながりを述べている。肝性昏睡やその植の型の代謝性
昏睡での tyrosine，tryptophan，5・HT，5・HIAA等について， さら;こ recent 
brain infarction と olderbrain infarction における DA，5・HT，5HIAA， 
GABA等について Jellinger，K.等が報告している。その他， delirious states 
と中窓口oradrena1ineとの関採などについても記載されている。
今自主leurobiology，biochemistry，psychopharmacology等の進歩はあまりに
急速なため， それぞれの分野での論文が広く多くの問題に答えを与えるという嵐
にはなかなかな予にくいが， 本書誌各分野の研究者が現状を把握するうえでは極
めて有用なものであるといえる。 また最近の Journal of N eural Transmission 
iこも多くの関連論文が掲載されており，合わせて読まれることをお進めする。
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